
法
と
政
治
の
視
点
か
ら

現
代
社
会
を
考
え
る

社
会
科
学
の
素
養
と

法
的
思
考
を
身
に
つ
け
る

新
し
い
時
代
の
ニ
ー
ズ
に

対
応
し
た
コ
ー
ス
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法
学
部
は
や
わ
か
り 

Q
&
A

　
法
学
部
で
学
ぶ
こ
と
の
目
的
は
次
の
三
点
に
あ
る

と
考
え
て
い
ま
す
。
第
一
に
は
、現
代
社
会
に
生
じ
る
諸

現
象
を
冷
静
に
分
析
し
、将
来
の
動
向
を
的
確
に
予

測
す
る
た
め
に
必
要
な
「
社
会
科
学
の
素
養
」
を
身

に
つ
け
る
こ
と
、第
二
に
は
、人
々
の
間
に
発
生
す
る
多

様
で
複
雑
な
諸
問
題
を
正
確
に
把
握
し
、正
義
に
か

な
っ
た
適
切
な
解
決
を
示
す
こ
と
の
で
き
る
「
法
的
思

考（
リ
ー
ガ
ル
・マ
イ
ン
ド
）」
を
身
に
つ
け
る
こ
と
、第
三

に
は
、裁
判
官
・
検
察
官
・
弁
護
士
な
ど
の
法
律
専
門

職
や
公
務
員
な
ど
の
行
政
専
門
職
に
つ
く
た
め
の
必

要
な
基
礎
的
能
力
を
習
得
す
る
こ
と
で
す
。

法
学
部
で
は

ど
の
よ
う
な
勉
強
を
す
る
の
で
す
か
？

法
学
部
、と
言
う
と
、す
ぐ
六
法
全
書
を
思
い
浮
か
べ

て
、法
律
の
条
文
を
「
覚
え
る
」
こ
と
が
勉
強
だ
と
思
っ

て
い
る
人
が
多
い
よ
う
で
す
。
法
学
部
に
は
、法
学
コ
ー
ス
と
と

も
に
、政
治
・
行
政
学
コ
ー
ス
や
国
際
関
係
法
コ
ー
ス
が
あ
り
、日

本
社
会
と
と
も
に
国
際
社
会
を
「
考
え
る
」
こ
と
が
求
め
ら
れ

ま
す
。
本
学
部
は
教
員
も
若
く
、現
代
社
会
の
問
題
に
果
敢
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
ま
す
。
教
員
と
一
緒
に
、社
会
の
生
き
た
問
題

を
、主
体
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
が
、学
生
の
皆
さ
ん
の

「
勉
強
」
と
な
り
ま
す
。

QA
卒
業
後
の
進
路
は
？

法
学
部
を
出
る
と
み
ん
な
法
律
関
係
の
仕
事
に
就
く

の
で
は
な
い
か
、と
思
っ
て
い
る
人
も
い
ま
す
が
、卒
業
生

の
進
路
は
多
様
で
す
。
法
律
専
門
職
の
他
、公
務
員
、製
造
業
、

銀
行
、保
険
、証
券
、新
聞
テ
レ
ビ
な
ど
マ
ス
コ
ミ
、サ
ー
ビ
ス
業
、

大
学
院
へ
の
進
学
な
ど
、毎
年
卒
業
生
は
幅
広
く
活
躍
の
道
を

求
め
て
巣
立
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、進
路
選
択
で
最
後
に
物
を

い
う
の
は
、大
学
の
ゼ
ミ
や
講
義
、あ
る
い
は
友
人
関
係
の
中
で

地
道
に
培
っ
た
基
礎
的
な
学
力
と
豊
か
な
人
間
性
で
す
。

QA

　
法
学
・
政
治
学
は
人
間
の
歴
史
の
中
で
積
み
重
ね
ら

れ
た
学
問
で
あ
る
と
同
時
に
、社
会
の
新
た
な
変
化
に

立
ち
向
か
う
学
問
で
も
あ
り
ま
す
。そ
こ
で
、法
学
教

育
の
伝
統
を
受
け
継
ぎ
、豊
か
な
法
的
思
考
を
培
う

た
め
に
、基
礎
法
、公
法
、私
法
の
講
義
を
中
心
と
し
た

「
法
学
コ
ー
ス
」
、国
際
化
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
法
的
思

考
を
培
う
「
国
際
関
係
法
コ
ー
ス
」
、現
代
政
治
へ
の
分

析
・
洞
察
力
を
培
う
「
政
治
・
行
政
学
コ
ー
ス
」
を
設
置
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し
て
い
ま
す
。

　
本
学
部
で
学
び
、豊
か
な
社
会
科
学
の
素
養
と
法
的

思
考
を
身
に
つ
け
た
卒
業
生
は
、こ
れ
ま
で
に
、裁
判

官
、検
察
官
、弁
護
士
な
ど
の
法
律
専
門
職
は
も
ち
ろ

ん
の
こ
と
、国
際
機
関
職
員
、公
務
員
、民
間
企
業
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
分
野
に
就
職
し
、い
ず
れ
の
分
野
で
も
高

い
評
価
を
受
け
て
い
ま
す
。

こ
ん
な
学
生
を
求
め
て
い
ま
す
！

丸
暗
記
で
得
た
知
識
で
は
、激
動
す
る
現
代
社
会

に
は
通
用
し
ま
せ
ん
。
法
学
部
で
は
刻
々
と
変
化

す
る
社
会
に
お
い
て
、そ
の
複
雑
な
諸
現
象
を
客

観
的
に
分
析
・
判
断
す
る
と
と
も
に
、自
ら
の
考

え
を
創
設
し
よ
う
と
す
る
主
体
的
な
学
生
に
入

学
し
て
ほ
し
い
と
考
え
ま
す
。

弁
護
士
に
な
り
た
い
の
で
す
が
、

ど
う
す
れ
ば
い
い
の
で
す
か
？

司
法
試
験
は
大
変
難
関
で
す
が
、本
学
部
で
は
、一
回

生
か
ら
専
門
科
目
が
履
修
で
き
、基
礎
か
ら
専
門
へ
と

系
統
的
に
学
べ
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
編
成
し
、し
か
も
全
国
的
に

も
際
立
っ
た
少
人
数
教
育
と
い
う
恵
ま
れ
た
環
境
で
す
。
ま
た

卒
業
後
は
、ロ
ー
・
ス
ク
ー
ル（
法
科
大
学
院  

二
〇
〇
四
年
設
置

予
定
）へ
の
門
戸
も
開
か
れ
ま
す
。
本
学
部
は
学
生
数
あ
た
り
の

合
格
率
で
は
全
国
有
数
の
実
績
を
誇
り
、本
学
出
身
者
は
法
曹

界
で
高
い
評
価
を
受
け
て
い
ま
す
。

QA

吸
収
す
る
。

高
校
時
代
か
ら
政
治
に
関
心
が
あ
っ
た
の
で
、

将
来
は
地
方
自
治
に
関
わ
る
公
務
員
に
な
り
、

自
分
が
生
ま
れ
育
っ
た
地
域
へ
貢
献
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
に
は
法
律
や
行
政
に
つ
い
て
の
基
礎
知
識
が
必
要
だ
と
考
え
、

法
学
部
を
選
択
し
ま
し
た
。ゼ
ミ
で
は
税
制
改
革
や
行
政
改
革
な
ど
、

現
代
行
政
に
関
す
る
問
題
を
テ
ー
マ
に
議
論
し
て
お
り
、

先
輩
や
友
達
の
鋭
い
考
察
に
は
毎
回
刺
激
を
受
け
て
い
ま
す
。

法学部 法学科 政治・行政学コース  3回生
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堂ヶ崎 恵



法
と
政
治
の
視
点
か
ら

現
代
社
会
を
考
え
る

社
会
科
学
の
素
養
と

法
的
思
考
を
身
に
つ
け
る

新
し
い
時
代
の
ニ
ー
ズ
に

対
応
し
た
コ
ー
ス

F
a

cu
lty o

f L
a

w

法
学
部
は
や
わ
か
り 

Q
&
A

　
法
学
部
で
学
ぶ
こ
と
の
目
的
は
次
の
三
点
に
あ
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こ
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す
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？
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と
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書
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て
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だ
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す
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で
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。
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と
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で
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と
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ま
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の
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は
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の
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知
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法
学
部
で
は
、大
学
教
育
に
お
い
て
は
、研
究
者
と
し

て
優
れ
て
い
る
こ
と
が
良
い
教
育
者
で
あ
る
こ
と
の
必
要

条
件
で
あ
る
と
考
え
、実
力
本
位
で
、全
国
各
地
の
大
学

か
ら
、優
れ
た
研
究
者
を
教
員
と
し
て
採
用
す
る
こ
と

に
努
め
て
き
ま
し
た
。
そ
し
て
現
在
で
は
、法
学
・
政
治

学
の
各
分
野
に
お
け
る
研
究
の
第
一
線
を
担
い
、ま
た
将

来
を
期
待
さ
れ
る
中
堅
・
若
手
の
研
究
者
を
中
心
と
し

た
、全
国
的
に
見
て
も
き
わ
め
て
若
い
教
員
集
団
を
擁

す
る
学
部
と
な
っ
て
い
ま
す
。
法
学
部
で
学
ぶ
こ
と
の
魅

力
の
一
つ
は
、一
回
生
前
期
の
基
礎
演
習
、二
回
生
か
ら
履

修
可
能
な
外
書
講
読
、三
・
四
回
生
で
の
専
門
演
習
等
の

少
人
数
教
育
を
通
し
て
、こ
の
よ
う
な
充
実
し
た
教
員

集
団
と
の
密
度
の
高
い
交
流
の
機
会
が
得
ら
れ
る
こ
と

に
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
は
、専
門
的
な
学
問
の
み
な
ら

ず
、研
究
者
と
し
て
の
姿
勢
や
人
間
と
し
て
の
生
き
方

な
ど
、た
く
さ
ん
の
こ
と
が
学
べ
る
は
ず
で
す
。

　
本
学
部
は
、夜
間
に
授
業
を
行
な
う
第
二
部
を
設
け

て
い
ま
す
。
生
涯
学
習
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
て
、 

社
会
人
な

ど
の
学
士
入
学
者
を
積
極
的
に
受
け
入
れ
、成
果
を
あ

げ
て
い
ま
す
。 

ま
た
、学
生
一
人
ひ
と
り
の
自
主
的
な
学

習
を
重
視
し
、 

自
由
選
択
制
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
採
用
し

て
い
ま
す
。

主
要
専
門
授
業
科
目

【
基
礎
法
学
部
門
】法
哲
学
／
法
社
会
学
／
法
情
報
学
／

日
本
法
制
史
／
日
本
近
代
法
制
史
／
東
洋
法
制
史
／
西

洋
法
制
史
／
ロ
ー
マ
法
／
基
礎
法
学
特
講

【
公
法
部
門
】
憲
法
第
一
〜
二
部〈
基
本
的
人
権
、統
治

機
構
〉
／
行
政
法
第
一
〜
三
部 

〈
総
論
、各
論
、行
政
救

済
法
〉／
租
税
法
／
刑
法
第
一
〜
二
部〈
総
論
、各
論
〉／

刑
事
訴
訟
法
／
刑
事
政
策
／
公
法
特
講

【
私
法
部
門
】民
法
第
一
〜
五
部〈
総
則
、物
権
法
、債
権

総
論
、債
権
各
論
、親
族
・
相
続
法
〉／
民
法
特
講
／
商

法
第
一
〜
四
部〈
総
則
、商
行
為
法
、会
社
法
、手
形
・
小

切
手
法
、保
険
・
海
商
法
〉
／
証
券
取
引
法
／
商
法
特

講
／
民
事
訴
訟
法
／
民
事
執
行
・
保
全
法
／
倒
産
法

【
社
会
法
部
門
】
労
働
法
第
一
〜
二
部
〈
集
団
的
労
働

法
、個
別
的
労
働
法
〉／
社
会
保
障
法
／
経
済
法
／
社

会
法
特
講

【
国
際
関
係
法
・
外
国
法
部
門
】
国
際
法
第
一
〜
二
部

〈
平
時
国
際
法
、紛
争
処
理
法
〉
／
国
際
組
織
法
／
国

際
経
済
法
／
国
際
取
引
法
第
一
〜
二
部〈
公
法
的
側
面
、

私
法
的
側
面
〉／
国
際
私
法
／
英
米
法
／
ド
イ
ツ
法
／

フ
ラ
ン
ス
法
／
ア
ジ
ア
法〈
中
国
法
〉／
ロ
シ
ア
法
／
外

国
法
特
講

【
政
治
・
行
政
学
部
門
】
政
治
学
／
日
本
政
治
／
比
較

政
治
学
／
政
治
過
程
論
／
政
治
学
史
／
日
本
政
治
思

想
／
日
本
政
治
外
交
史
／
欧
州
政
治
外
交
史
／
ア
メ

リ
カ
政
治
外
交
史
／
国
際
政
治
／
海
外
地
域
研
究
／

行
政
学
／
公
共
政
策
論
／
都
市
政
治
／
都
市
行
政
論

一
〜
二
／
政
治
学
特
講

【
共
通
部
門
】法
学
特
講
／
外
書
講
読〈
英
語
、ド
イ
ツ

語
、フ
ラ
ン
ス
語
、中
国
語
〉／
基
礎
演
習
／
専
門
演
習

大
阪
市
立
大
学
法
学
会

　
法
学
部
の
専
任
教
員
、賛
同
者
お
よ
び
法
学
部
学

生
・
法
学
研
究
科
院
生
を
会
員
と
す
る
任
意
団
体
が
大

阪
市
立
大
学
法
学
会
で
す
。
法
学
、政
治
学
に
関
す
る

研
究
お
よ
び
そ
の
助
成
、「
法
学
雑
誌
」
、「
法
学
叢
書
」

の
刊
行
と
学
生
の
研
究
・
教
育
活
動
へ
の
援
助
、ま
た
、

講
演
会
・
法
廷
傍
聴
、法
律
事
務
所
訪
問
な
ど
の
開
催

を
主
な
活
動
と
し
て
い
ま
す
。

大
阪
市
立
大
学
無
料
法
律
相
談
所

　
法
学
部
で
は
、学
生
と
教
員
に
よ
る
無
料
法
律
相
談

を
定
期
的
に
実
施
し
、市
民
の
期
待
に
応
え
る
と
と
も

に
、学
生
が
「
生
き
た
法
律
学
」
を
学
ぶ
恰
好
の
機
会
を

提
供
し
て
い
ま
す
。

若
手
教
員
を
中
心
と
す
る

充
実
し
た
教
員
集
団
に
よ
る

密
度
の
高
い
少
人
数
教
育

恵
ま
れ
た
環
境
で
自
由
な
研
究
を
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法
学
研
究
科
は
、こ
れ
ま
で
、法
学
・
政
治
学
の
分
野

に
お
け
る
研
究
者
の
養
成
に
重
点
を
置
き
、多
く
の
優

れ
た
研
究
者
を
輩
出
し
て
き
ま
し
た
。本
研
究
科
に
は
、

民
事
法
専
攻
と
公
法
学
専
攻（
政
治
学
を
含
む
）と
が

あ
り
、前
期
博
士
課
程
に
は
、両
者
を
横
断
す
る
国
際

関
係
法
コ
ー
ス
と
政
策
学
コ
ー
ス
が
置
か
れ
て
い
ま
す
。

　
本
研
究
科
の
定
員
は
、前
期
博
士
課
程
が
一
学
年
二

五
人
、計
五
〇
人
、後
期
博
士
課
程
が
一
学
年
八
人
、計

二
四
人
で
あ
り
、教
員
数
三
七
人
と
比
較
し
て
明
ら
か

な
よ
う
に
、行
き
届
い
た
教
育
お
よ
び
研
究
指
導
が
可

能
な
状
態
に
あ
り
ま
す
。

　
院
生
各
人
に
つ
き
一
人
の
指
導
教
員
が
、文
字
ど
お

り
マ
ン
・
ツ
ー
・マ
ン
で
論
文
作
成
の
指
導
を
行
っ
て
い
ま
す

が
、そ
れ
と
は
別
に
、各
教
員
が
講
義
や
演
習
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、院
生
の
希
望
を
参
考
に
、各
専
門
分

野
で
学
界
を
リ
ー
ド
し
て
い
る
学
者
を
招
い
て
の
集
中

講
義
や
、学
内
外
の
研
究
会
や
学
会
な
ど
を
通
じ
て
の

集
団
指
導
体
制
も
と
ら
れ
て
い
ま
す
。こ
の
よ
う
に
、院

生
は
十
分
な
指
導
の
下
に
存
分
に
研
究
で
き
る
環
境
に

あ
り
ま
す
。
院
生
の
要
望
は
、指
導
教
授
や
大
学
院
委

員
を
通
じ
て
、研
究
科
教
授
会（
教
員
全
員
で
構
成
さ

れ
て
い
る
）の
議
論
に
反
映
さ
れ
て
お
り
、個
別
的
に
も
、

集
団
的
に
も
意
思
疎
通
は
良
好
で
す
。

　
近
年
は
、研
究
者
養
成
に
加
え
て
、高
度
な
専
門
知

識
と
能
力
を
有
す
る
職
業
人
の
養
成
も
大
学
院
教
育

前
期
博
士
課
程
入
試
の
多
様
化

―民事法・公法学―
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社
会
人
に
開
か
れ
た

第
二
部

　
A
方
式（
専
門
三
科
目
・
外
国
語
一
科
目
）、B
方
式

（
専
門
二
科
目
・
外
国
語
二
科
目
）、C
方
式（
専
門
三
科

目
・
口
述
試
験
）の
ほ
か
、学
部
内
選
考
、社
会
人
特
別

選
抜
、外
国
人
留
学
生
選
抜
を
実
施
し
て
、多
様
な
学

生
を
受
け
入
れ
て
い
ま
す
が
、入
学
後
の
教
育
や
研
究

指
導
に
お
い
て
、と
く
に
区
別
は
し
て
い
ま
せ
ん
。

の
課
題
で
す
。二
〇
〇
四
年
に
ロ
ー
・
ス
ク
ー
ル（
法
科
大

学
院
）の
設
置
に
向
け
た
準
備
も
進
め
て
い
ま
す
。




